
第
２２
章

や
さ
し
い
援
助
、
役
立
つ
国
際
協
力
―
―

グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
（
Ｇ
Ｅ
）
と
開
発
貢
献
指
数

●
グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト

開
発
途
上
国
へ
の
協
力
に
関
わ
る
資
金
に
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）、
そ
れ
以
外
の
政
府
資
金
（O

ther

O
fficialFlow

s
:

O
O

F

）
が
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
無
償
の
も
の
や
返
済
の
必
要
な
借
款
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
全
体
と
し
て
開
発
途
上
国
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
や
さ
し
い
条
件
で
あ
る
か
（
譲
許
条
件
）
を
評
価

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
は
、
一
九
六
八
年
に
開

発
途
上
国
へ
の
資
金
協
力
の
借
款
条
件
の
譲
許
条
件
の
程
度
を
示
す
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ト

エ
レ
メ
ン
ト
（G

rant
E

lem
ent:

G
E

）
と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
。

グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
の
計
算
方
法
は
「
基
本
公
式
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
返
済
額
が
ゼ
ロ
な
ら
ば
グ

ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
し
、
こ
の
値
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と

が
政
府
開
発
援
助
の
要
件
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
開
発
途
上
国
の
発
展
を
目
的
に
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
な
い
開

発
途
上
国
向
け
融
資
に
は
、
輸
出
信
用
（
自
国
内
で
生
産
さ
れ
た
設

備
な
ど
の
輸
出
や
自
国
か
ら
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
の
提
供
に
必
要
な

資
金
の
融
資
な
ど
）
や
国
際
機
関
に
対
す
る
融
資
な
ど
が
あ
る
。

グ
ラ
ン
ト
と
は
元
本
や
利
子
な
ど
の
返
済
義
務
を
課
さ
ず
に
供

与
す
る
援
助
で
あ
る
が
、
グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
は
借
款
の
場

合
に
ど
の
程
度
、
グ
ラ
ン
ト
の
供
与
条
件
に
近
い
か
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

借
款
条
件
の
緩
や
か
さ
を
示
す
指
標
で
あ
る
グ
ラ
ン
ト
エ
レ

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
償
還
期
間
や
据
え
置
き
期
間
、
金
利
、
借
款

の
通
貨
建
て
な
ど
が
異
な
る
有
償
援
助
案
件
の
譲
許
性
に
つ
い

て
案
件
間
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ

ン
ト
の
基
本
公
式
や
数
値
例
に
あ
る
よ
う
に
、
借
款
の
償
還
期

間
や
据
え
置
き
期
間
が
長
い
ほ
ど
グ
ラ
ン
ト
エ
レ
メ
ン
ト
は
大

き
く
な
る
。

グラントエレメント

グラントエレメント（GE）は以下のように求められる。

GE＝
融資額－元本と金利返済の現在価値

融資額

ここで現在価値とは将来のお金（の流れ）の価値を、今の時点
で評価したもので、１年間の金利が１０％の時１００円を貯金すると
１年後には１１０円になるので、１年後の１００円はいまの時点では
１００／（１．０＋０．１）、約９１円の価値をもつと考えられる。現在価値
の計算で利用される利子率は「割引率」と呼ばれている。グラ
ントエレメントの割引率は１０％に設定されている。

基本公式

第２２章 やさしい援助，役立つ国際協力―― グラントエレメント（ＧＥ）と開発貢献指数
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グラントエレメントの数値例

今、利子率はゼロ、据え置き期間１、償還期間が４、資金の
割引率が１０％であるとすると、１単位の融資のグラントエレメ
ントは、元本を償還期間から据え置き期間をのぞいた期間（＝
３）の間に均等に返済すると、この融資の現在価値は

１／３
（１．１）２

＋
１／３
（１．１）３

＋
１／３
（１．１）４

�

０．８２６＋０．７５１＋０．６８３
３

＝０．７５３

GE＝
１－０．７５３
１

＝０．２４７

これは２５％に達しないのでODAの要件を満たさない。そこで償
還期間を５に延長すると、１単位の融資のグラントエレメント
は

１／４
（１．１）２

＋
１／４
（１．１）３

＋
１／４
（１．１）４

＋
１／４
（１．１）５

�

０．８２６＋０．７５１＋０．６８３＋０．６２１
４

＝０．７２０２５

GE＝
１－０．７２０２５

１
＝０．２７９７５

これは２５％に達しているのでODAの要件を満たしている。この
ように償還期間や据え置き期間を長くすれば、その借款のグラ
ントエレメントは大きくなる。
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●
開
発
貢
献
指
数

援
助
に
加
え
て
、
貿
易
や
投
資
な
ど
す
べ
て
の
政
策
で
、
一
貫
し
て
先
進
国
が
開
発
途
上
国
の
開
発
支

援
に
前
向
き
で
あ
る
か
を
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
を
受
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
に
拠
点
が
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
世
界
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇

〇
三
年
か
ら
先
進
国
の
対
外
政
策
を
、
援
助
以
外
の
分
野
も
含
め
て
開
発
途
上
国
の
開
発
支
援
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
格
付
け
し
た
開
発
貢
献
指
数
（C

om
m

itm
entto

D
evelopm

entIndex
:

C
D

I

）
を
公
表
し
て
き
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｉ
は
、
主
要
な
先
進
国
を
対
象
と
し
て
援
助
、
貿
易
、
投
資
、
移
民
、
平
和
維
持
活
動
、
環
境
、

技
術
の
七
つ
の
分
野
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
ス
コ
ア
を
作
成
し
、
そ
の
単
純
平
均
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

総
合
得
点
を
算
出
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｉ
は
、
そ
の
計
算
方
法
が
頻
繁
に
改
定
さ
れ
て
い
て
要
約
す
る
の
が

難
し
い
が
、
個
々
の
領
域
の
指
標
に
つ
い
て
お
お
ま
か
に
述
べ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

援
助：

Ｏ
Ｄ
Ａ
／
Ｇ
Ｄ
Ｐ
。
た
だ
し
、
援
助
実
行
に
と
も
な
う
行
政
コ
ス
ト
は
差
し
引
き
、「
ひ
も
つ
き
」

援
助
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
ス
コ
ア
を
減
ず
る
。
借
款
の
場
合
に
は
、
過
去
の
債
務
に
対
す
る
元
本
・

第２２章 やさしい援助，役立つ国際協力―― グラントエレメント（ＧＥ）と開発貢献指数
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金
利
返
済
を
差
し
引
く
。
最
貧
国
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
良
好
な
国
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
は
高
い
ウ
ェ
イ
ト
を
つ
け

る
。貿

易：

開
発
途
上
国
か
ら
の
輸
入
に
対
す
る
貿
易
障
壁
（
関
税
、
輸
入
数
量
割
当
、
国
内
生
産
者
に
対
す
る
補

助
金
）
を
関
税
等
価
値
に
直
し
た
も
の
（
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
ウ
ェ
イ
ト
）、
お
よ
び
開
発
途
上
国
（
非
Ｄ
Ａ
Ｃ

諸
国
）
か
ら
の
輸
入
の
全
輸
入
に
対
す
る
比
重
（
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
ウ
ェ
イ
ト
）。

投
資：
海
外
直
接
投
資
な
ど
が
開
発
途
上
国
の
発
展
に
ど
の
く
ら
い
役
立
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
対

象
先
進
国
の
概
要
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
。

移
民：

移
民
や
難
民
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
集
計
し
た
も
の
。

安
全
保
障
（
平
和
維
持
活
動
）：

国
連
の
平
和
維
持
活
動
な
ど
に
ど
の
く
ら
い
貢
献
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
も
の
。

環
境：

地
球
環
境
の
保
全
に
対
す
る
貢
献
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
で
、
全
体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は

気
候
変
動
問
題
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
漁
業
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
生
物
多
様
性
と
地
球
生
態
系
の
問
題

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
の
改
定
で
は
「
技
術
」
に
関
す
る
指
標
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
政
府
に

よ
る
研
究
開
発
支
援
（
た
だ
し
軍
事
技
術
は
割
り
引
か
れ
る
）
や
知
的
所
有
権
政
策
が
ど
の
程
度
ま
で
制
約
的
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で
あ
る
か
（
特
許
な
ど
）
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
Ｃ
Ｄ
Ｉ
の
問
題
点

表
は
、
世
界
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
長
年
上
位
に
あ
っ
た
デ
ン
マ
ー

ク
と
下
位
に
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
日
本
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
を
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
Ｃ
Ｄ
Ｉ
に
は
批
判
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
貧
困

国
へ
の
無
償
援
助
は
高
く
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
に

開
発
途
上
国
へ
の
貸
し
付
け
は
低
く
評
価
さ
れ
る
の
で
、

贈
与
よ
り
も
借
款
の
多
か
っ
た
日
本
は
相
対
的
に
低
い
順

位
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

ど
の
よ
う
な
指
標
も
、
そ
れ
は
現
実
の
一
側
面
を
切
り

取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

年 援助 貿易 投資 移民 環境 安全保障 技術 CDI

２０１０ １３．１ ５．９ ４．７ ５．７ ６．３ ６．２ ５．７ ６．８

年 援助 貿易 投資 移民 環境 安全保障 技術 CDI

２０１０ １．１ ２．４ ４．６ １．８ ５．２ ２．２ ６．０ ３．３

表 開発貢献指標（Commitment to Development Index : CDI）

デンマーク

日本

（注） CDIは上記７項目の評点を単純平均したものである。
（出所） 世界開発センター（Center for Global Development）のホームページ

（http : ww.cgdev.org/section/initiatives/_active/_cdi２００６/inside、およ
びhttp : ww.cgdev.org/section/initiatives/_active/_cdi／）からインターネッ
トを通じて入手した資料より筆者作成（２０１１年５月６日および６月２９
日、７月５日アクセス）。
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